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1ジョーン・W・スコットは『ジェンダーと歴史学』の中でジェンダーとは「肉体的差異に意味を付与する
知」と定義した(スコット 2004:24)。 
22010 年の人口センサスからみると、中国に約 2.19 億人の「80 後」がいるが、そのうち男性が約 1.10 億
人、女性が約 1.09 億人である。都市部の「80 後」は約 8.2 千万で、そのうち男性が約 4.2 千万、女性が
約 4.0 千万である。都市部では「80 後」の女性が 1970 年代や 1990 年代生まれの女性より多い(2010 年の
























の年齢段階で 80%台の労働力率を維持している7。しかし、2000 年から 2010 年の 10年の間
に女性の非正規雇用が増加し、2010 年の時点で働いている女性の半分以上が非正規雇用で




                                                   
4女性の社会進出に関しては全民所有企業(国有企業)の女性従業員の数の増加からみることもできる。1949
年の女性従業員数は 60 万人で全民所有企業従業員数の 7.5%にすぎなかったが、1957 年には 328.6 万人、





6労働力率=16歳及び 16歳以上の労働力人口/16歳及び 16歳以上の人口×100 
72010 年の人口センサス電子版を利用して算出(国家統計局の HP より：http://www.stats.gov.cn/tjsj/ 
pcsj/ 2014年 2月 2日アクセス)。 
82000年と 2010年の「中国女性社会地位調査」のデータによると、2000年に都市部で就業している女性の
















168 分、男性の平均家事時間は 73 分、中国女性の家事時間は 155 分、中国男性の家事時間
は 48 分(日本女性の家事時間は 199 分、男性の家事時間は 24 分)で、中国女性の家事時間
は OEDE 各国の女性の平均とほぼ変わらないが、中国男性の家事時間は OECD 各国男性の平
均より 25 分少ない。また、中国女性は男性より 107 分長く、2 倍ちかく家事労働を行って
いる（それでも日本に比べると、女性の家事時間は中国女性が短く、男性のそれは中国男
性が 2倍にのぼる）。 
                                                   
9日本では「生涯未婚率」という用語を使用している。日本での生涯未婚率は 50歳時の未婚率(『高齢社会
白書平成 9 年度版』内閣府 HP：http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-1997/h1_3_3_4.htm 2015
年 6月 4日アクセス)あるいは 45～49歳と 50～54歳の未婚率の単純平均である(『男女共同参画白書 平成
25 年版』内閣府 HP：http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h25/zentai/html/zuhyo/zuh 
yo01-00-20.html 2015年 6月 4日アクセス)。すなわち、50歳の時点で結婚しないと生涯結婚する可能性
が低いと見なされ 50歳時点での未婚率を生涯未婚率としている。このような定義から本研究では結婚状況
についてみる時 50歳の時の未婚率をみる。 
102010 年の人口センサス電子版を利用して算出(国家統計局の HP より：http://www.stats.gov.cn/tjsj/ 
pcsj/ 2014年 2月 2日アクセス)。 
11『男女共同参画白書 平成 25 年版』より(内閣府 HP：http://www.gender.go.jp/about_danjo/wh 
itepaper/h25/zentai/html/zu hyo/zuhyo01-00-20.html 2015年 6月 4日アクセス)。 
1225～29 歳の年齢段階で男性の 44.8%、女性の 29.1% が未婚である(2010 年の人口センサス電子版を利用
して算出(国家統計局の HPより：http://www.stats.gov.cn/tjsj/pcsj/ 2014年 2月 2日アクセス)。 
132010 年の人口センサス電子版を利用して算出(国家統計局の HP より：http://www.stats.gov.cn/t 
jsj/pcsj/ 2014年 2月 2日アクセス)。 
14OEDE Gender data prtal 2014 Time use across the world、(OECD Gender Equality の HP より：
http://www.oecd.org/gender/data/balancingpaidworkunpaidworkandleisure.htm 2015年 5月 13日アク






割合は 26.3%である(宋秀岩・甄硯編 2013：208)。また、現在 0～10 歳の子どもが 3 歳未








庭」という新性別役割分業16(井上 1992：157) が定着しているといえよう。 
では、中国での性別役割分業に対する意識はどうなのか。図 0-1-1 からみると、1990 年
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17中国では今まで 4 回の「婦女回家」論争があった。本研究で扱う第 3 回の「婦女回家」論争は、1949 年
の社会主義革命以降の初めての「婦女回家」論争となった。同論争は二つの段階に分けることができるが、
1980～1985 年の第一段階の論争は 1979 年から発生した就職難の解決策として経済学者の厲等三らが「婦







呉桂英 2002、石紅梅 2006、方英 2009、山田 2010、杜鳳蓮・董暁媛 2010、翁文静 
2010・2011、黄楓 2012)。仕事と家庭の両立について 2000 年代に入ってから、仕事と家
庭の衝突という概念を使いながら、女性が男性より衝突が大きいこと、さらに育児期の女
性が他の年齢段階の女性に比べて衝突が大きいことを指摘している(陳万・陳昕 2011、金



















































                                                   
18素質教育には道徳素質教育、知力・能力素質教育、心理素質教育、審美素質教育、身体素質教育、労働
素質教育がある。詳しい内容は第 3章第 2節を参照。 
19インターネット上で全国の 5800 人を対象に行った調査である(http://www.babytree.com/know/n 



























































































                                                   
23「80 後」という用語が最初に現れたのは 1993 年であるが、人々に知られるようになったのは 1980 年代

































の就職や職場での管理に関する研究 (魏愛琴・孫娜 2009年、郭娟娟 2009年、洪莉 2009
年、孫継英 2010 年、孔燕 2011 年、石燕 2012 年) では「80 後」の特徴をどのように
生かして管理を行うのかという点に集中している。第二に、「80後」の結婚や家庭問題に関








摘し、李洪曾・楊知鈞(2012)では、全国の 134 ヶ所の幼稚園を対象とした調査で、「80 後」
                                                   


















































































































































































クス主義フェミニズム理論(李小林 2000、薇閻 2009、黄爽 2011)など他のフェミニズム
理論も紹介されている。中国での女性の研究において、マルクス主義フェミニズムの視点






















                                                   








































第 4節 研究方法と本研究の構成 
本研究では文献調査、統計データ分析、インタビュー調査の研究方法を使用する。統計
データは主に人口センサスデータと「中国女性社会地位調査」データを使用する。1949 年









は 4,490 社、そのうち、国有企業が 575 社、民間企業が 2,246 社、外国・香港・マカオ・
台湾投資企業は 1,669社である29。2006年に天津は国務院より「国際的港、中国北方の経済
中心、環境にやさしい都市」と命名された。2012 年の天津の人口は約 1,413 万人、大学数
は 55校30、2009年の天津の大学就学率31は 55%で、全国の就学率 24.2%の約 2倍である。天
                                                   
28第 1回の調査で被調査対象は 41,556人、そのうち男性が 20,770人で全体の 49.98%、女性が 20,786人で
全体の 50.02%を占めている。また、都市部が 20,669人で全体の 49.74%、農村部が 20,887人で全体の 50.81%
を占めている(中国全国婦女連合会・中国女性研究所編、山下威士・山下康子監訳 1995：23)。第 2回調
査で被調査対象は 19,449人、そのうち男性は 8,875人で全体の 45.6%、女性は 10,574人で、全体の 54.4%
を占めている。また、都市部が 9,827人で、全体の 50.5%、農村部が 9,622人で全体の 49.5%を占めている
(全国婦連婦女研究所課題組 2006：46)。第3回の調査で被調査対象者は 26,171人、そのうち女性が 51.6%、
男性が 48.4%、都市部が 52.4%、農村部が 47.6%を占めている(宋秀岩・甄硯編 2013：15)。 
29国家統計局 hp(http://data.stats.gov.cn/workspace/index?m=fsnd 2014年 2月 20日アクセス)。 























































































































ように中国は 1978年 12月の中国共産党第 11回大会第 3次中央委員会総会で改革・開放政




























第一に、表 1-1-1からみると 1949年から 1979年までの約 30年間に、全民所有企業の女
性従業員数に二つの波があることがわかる。一つ目の波は 1949 年から 1960 年までの「大
躍進」33の時期で、1949 年に全民所有企業の女性従業員数は約 60 万人であったが、その後





























1949年 800  60  7.5 
1952年 1,580  185  11.7 
1953年 1,826  213  11.7 
1954年 1,881  244  12.9 
1955年 1,908  247  13.0 
1956年 2,423  327  13.5 
1957年 2,451  329  13.4 
1958年 4,532  811  17.9 
1959年 4,561  849  18.6 
1960年 5,044  1,009  20.0 
1961年 4,171  887  21.3 
1962年 3,309  674  20.4 
1963年 3,293  657  19.9 
1964年 3,465  704  20.3 
1965年 3,738  786  21.0 
1966-1976年 ― ― ― 




























図 1-1-1 年齢段階別女性労働力率の国際比較(2010年) 
単位：％ 
 
出典：中国のデータは 2010 年人口センサスの電子版データである (国家統計局の HP より
http://www.stats.gov.cn/tjsj/pcsj/ 2014 年 2 月 2 日アクセス)。他のデータは 2011 年(平成
23 年)版『男女共同参画白書』内閣府男女共同参画局(hp：http://www.gender.go.jp/abou 
t_danjo/whitepaper/h23/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-03-3.html 2013年 8月 20日アクセス)よ
り作成。日本は 2010年、韓国は 2009年、その他の国は 2008年のデータである。 


































室・国家統計局人口統計司編(1993)『中国 1990年人口普査資料(第二冊)』 中国統計出版社 pp.2-5、
pp.480-489、pp.878-883 より作成。2000 年と 2010 年のデータ電子版のデータである(国家統計局
の HPより http://www.stats.gov.cn/tjsj/pcsj/ 2014年 2月 2日アクセス)。 
注：労働力率=16歳及び 16歳以上の労働力人口/16歳及び 16歳以上の人口×100(2010年) 




                                                   
341951 年の「中華人民共和国労働保険条例」の第 15 条の「養老待遇の規定」では男性幹部・労働者は満




















次に、市場経済期の中国都市部女性の労働力率が減少している。図 1-1-2 のように 1990
年と比べると 2010年で女性の年齢段階別労働力率が減少している。15～24歳の年齢段階で
女性の労働力率が減少しているのは就学の増加と関連するとも言えるが、25～59 歳の年齢
段階で女性の労働力率は、1990年と比べて 2010年に 10%台減少している。 
 第二に、市場化の中で中国女性の就業率も労働力率と同様に減少している。図 1-1-3 の
ように 1990 年から 2010年の 20 年間で、15～24歳の年齢段階の就業率は 43.9%から 23.3%
まで減少している。また、50 歳以上の年齢段階の就業率も減少の傾向である。その一方、








室・国家統計局人口統計司編(1993)『中国 1990年人口普査資料(第二冊)』 中国統計出版社 pp.7-9、
pp.491 － 492 よ り 作 成 。 2000 年 と 2010 年 の デ ー タ は 国 家 統 計 局 の HP よ り ：
http://www.stats.gov.cn/tjsj/pcsj/ 2014年 2月 2日アクセス。 





















図 1-1-4のように 1990年から 2010年の 20年間で 15～24歳の年齢段階と 50歳以上の年齢
段階で男性の就業率は低下している。しかし、女性の 50～54歳の年齢段階の就業率が 30.1%、
55～59 歳の年齢段階の就業率が 15.4%、60 歳以上の就業率が 10%未満であるのに対して、
男性の場合 50～54 歳の年齢段階では 76.2%、55～59 歳の年齢段階では 55.6%の就業率を維
持し、65歳以上の年齢段階になって 10%未満に下がる。また、女性の場合 25～49歳の年齢
段階で 1990 年と比べて 2000 年に就業率が 10%以上低下したのに対して、男性の場合この











と、表 1-1-2 のように女性の場合農林牧魚・水利に従事する者の割合は 1982 年の 77.1%か


















表 1-1-2 男女別職種(1982、1990、2000、2010年) 
単位：% 
項目 1982年 1990年 2000年 2010年 
女
性 
責任者 0.4  0.4  0.6  1.0  
専門職 4.4  5.3  6.5  7.8  
事務従事者 0.7  1.0  2.1  3.2  
商業・サービス業 4.3  5.9  10.1  18.7  
農林牧魚・水利 77.1  75.3  69.0  53.2  
生産・輸送・機械操作 13.0  12.0  11.7  15.9  
その他 0.1  0.0  0.1  0.1  
男
性 
責任者 2.5  2.8  2.5  2.4  
専門職 5.6  5.3  5.0  6.0  
事務従事者 1.7  2.4  4.0  5.2  
商業・サービス業 3.8  5.0  8.4  14.1  
農林牧魚・水利 68.0  66.8  60.7  44.3  
生産・輸送・機械操作 18.3  17.7  19.3  27.8  
その他 0.1  0.1  0.1  0.1  
出典：1982、1990、2000、2010 年人口センサスデータに基づいて作成。1982 年データは中国統計出版社
(1985)『中国 1982年人口普査資料』中国統計出版社 pp.403-423より、1990年のデータは国務院人
口普査弁公室・国家統計局人口統計司編(1993)『中国 1990 年人口普査資料(第二冊)』 中国統計
出版社 pp.728-771。2000 年と 2010 年のデータ人口センサス電子版より(は国家統計局の hp：




半分弱を占めている。特に責任者で女性が占める割合は 1982年の 10.4%から 2010年の 25.1%










口普査弁公室・国家統計局人口統計司編(1993)『中国 1990 年人口普査資料(第二冊)』 中国統計
出版社 pp.728-771。2000 年と 2010 年のデータは国家統計局の HP より：(http://www.stats.g 
ov.cn/tjsj/pcsj/ 2014年 2月 2日アクセス)。 
 
第四に、雇用形態をみると、2000～2010年の間に男女とも非正規雇用35の割合が増加して
いるが、就業者の中で女性の非正規雇用が男性より多い。表 1-1-3のように 2000年と 2010
年の「中国女性社会地位調査」データからみると、2000年に比べて 2010年に就業者のうち




が男性より大きい。図 1-1-6 のように 2010 年の調査で 18～29 歳の年齢段階の非正規雇用
が多いことから 2000年代以降に増加する派遣労働や若者の失業によって生育期の女性の非
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第五に、市場化の中で性別賃金格差が拡大している。表 1-1-4 は男性の賃金を 100 とし
た時の女性の賃金である。同表からみるとこの 20年間で男女の賃金格差は拡大しているが、
格差が最も大きいのは高卒・中等専門学校卒で 1990年に比べて 2010年に 35.9%低下してい
る。大卒をみると 1990 年に女性の賃金は男性の 82.1%であったが、2010 年には 75.0%で、
7%拡大している。このような男女の賃金格差は雇用形態とも関連している。2010 年の「中
国女性社会地位調査」で正規雇用において女性の収入は男性の 87.3%、非正規雇用において
女性の収入は男性の 49.1%である(宋秀岩・甄硯編 2013：191)。 
 
表 1-1-4 男女収入の変化(1990年、2010年) 
単位：% 
1990年 2010年 
学歴 % 学歴 % 




中卒 80.4 中卒 46.2 




大学以上 82.1 専科卒及びそれ以上 75.0 
出典：1990年のデータは中国全国婦女連合会・中国女性研究所編、山下威士・山下康子監訳(1995)『中国
の女性―社会的地位の調査報告』尚学社 p.80 より。2010 年のデータは宋秀岩・甄硯編(2013)『新
時期中国婦女社会地位調査研究(上下巻)』中国婦女出版社 p.136より作成。 
 
表 1-1-5 労働市場での性差別(1990年) 
単位：% 
項目 男性 女性 
募集の時男女割合の不平等 25.0 23.8 
男女雇用機会の不均等 29.6 26.8 
同一労働格差賃金 4.5 5.4 
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男性(A) 女性(B) 差(B－A) 男性(A) 女性(B) 差(B－A) 
平日 
仕事時間 510 505 -5 509 498 -11 
家事時間 120 185 65 80 146 66 
余暇時間 196 132 -64 182 128 -54 
休日 
仕事時間 90 71 -19 71 72 1 
家事時間 261 392 131 210 321 111 
余暇時間 389 270 -119 388 303 -85 
出典：中華全国婦女連合会婦女研究所・陝西省婦女連合会研究室(1991)『1949～1989年中国婦女統計資料』
中国統計出版社 pp.581－582より筆者が作成。 






















男性 女性 男性 女性 
仕事時間 
1990年 456 423 433 345 
2000年 398 296 367 269 
2010年 482 458 424 377 
通勤時間 
1990年 35 37 37 26 
2000年 37 26 43 29 
2010年 46 41 43 32 
家事時間 
1990年 130 262 134 311 
2000年 86 214 95 267 
2010年 43 101 49 143 
余暇時間 
1990年 278 257 262 182 
2000年 224 205 217 175 
2010年 155 136 163 142 
出典：1990年のデータは中国全国婦女連合会・中国女性研究所編、山下威士・山下康子監訳(1995)『中 
国の女性―社会的地位の調査報告』尚学社 付録 pp.54-61 より。2000 年と 2010 年の労働・通勤
時間、家事時間は宋秀岩・甄硯編(2013)『新時期中国婦女社会地位調査研究(上下巻)』中国婦女出
版社 p.399より、余暇時間のデータは同上 p.415より。 
注：2000と 2010年のデータは平日のデータだと明記しているが、1990年のデータは明記していない。 
 
第二に、1990 年から 2010 年までのこの 20 年間、男女とも労働時間は増加し、家事時間
と余暇時間は減少している(表 1-2-2)。(1)1990 年に比べて 2000 年の労働時間は減少し、
2010 年に再び増加している。2000 年の労働時間の減少は 1990 年代末に実施した国有企業
















































































































男性 女性 男性 女性 
夫婦共同 29.0 26.8 19.7 22.3 
主に夫 27.2 21.5 32.2 27.7 
主に妻 14.9 22.4 8.9 14.7 
家庭内の男性 3.7 3.8 7.8 6.9 
家庭内の女性 1.7 2.5 1.9 2.7 
かつてなし 23.5 22.8 29.5 25.5 















表 1-2-4 子どもの有無と男女の家事時間(2010年) 
単位：分 
子どもの有無 子どもがいない(A) 子どもがいる(B) 
平日 
男性(C) 48 47 
女性(D) 81 130 
差(C－D) -33 -83 
休日 
男性(C) 94 107 
女性(D) 152 213 









































































































が自主的就職へ、終身雇用が労働契約の締結へと変化した。1980 年 8 月、全国労働・就職
会議では「国家の統一計画の下で、労働管理部門の職場紹介と労働者自らの就職を結合す
る」という政策を打ち出したが、これは「統包統配」から自主的就職への転換を意味する。







































職工労働保護特別規定)」43では出産休暇を 90 日から 98 日に増加した。また、経済的補償













42 1988 年の「女性職工労働保護規定」では出産に関して、出産休暇を 90 日(そのうち出産前の休暇が 15
日、出産後の休暇が 75日)だと規定した。難産の場合は 90日の出産休暇に 15日を追加し、多胎の場合は、
一児増えるごとに 15 日を加算するように規定した。流産に関しては妊娠 4 ヶ月以上の場合は 42 日の休暇
を、妊娠 4ヶ月以下の場合は、医療機関の証明により 15～30日の休暇を与えるように規定した。 

























                                                   

































































傑 2008:21)。「拡招」の後大学就学率は増え続け、1998 年の 9.8%から 2013 年には 34.5%
まで増加した48。大学数は 1998年には 1,942校、2013年には 2,491校になった。大学在学




ている(表 2-2-1)。しかし、表 2-2-2のように、2000年と 2010年の最新のデータからみる
と、6歳以上の人口で中学校卒、高校卒、専科卒、本科卒、大学院卒が占める割合は増加す












491998 年と 1999 年のデータは中華人民共和国教育部 hp (http://www.moe.gov.cn/s78/A03/moe_560/mo 
e.html2015 年 4 月 9 日アクセス)、2010 年と 2013 年のデータは中華人民共和国教育部 hp(http://ww 





より低いということである。この点は図 2-2-1 の男女別の教育年数からも分かる。1990 年




表 2-2-1 中国の学歴状況(1964～2010年) 
単位:% 
学歴区分 1964年 1982年 1990年 2000年 2010年 
小学校不就学 65.3  39.5  30.1  15.6  11.5  
小学校卒 28.3 35.2  37.1  35.7 26.8 
中学校卒 4.6  17.9  23.3  34.0 38.8  
高校卒 1.3 6.8  8.0  11.1  14.0 
大卒以上卒 0.4 0.6  1.4 3.6  8.9  
出典: 1964、1982、1990、2000 年のデータは国家統計局人口与就業統計司（2008）『中国人口与職業統計
年鑑―2008』中国統計出版社 p.13 より作成。2010 年のデータは中国国家人口与計画生育委員会
(http://www.Chinapop.gov.cn/zxfw/zhbmfw/wsrkxx/sjgb/sjtb/201110/t20111026_376788.html 
2011/11/06にアクセス)より作成。 
























男性 女性 男性 女性 
小学校未就学 5.3 14.0 2.8 7.3 
小学校卒 36.6 39.9 26.6 31.0 
中学校卒 40.1 32.7 44.1 39.3 
高校卒 13.4 10.4 16.4 13.6 
専科卒 2.9 2.1 5.8 5.2 
本科卒 1.6 0.9 4.0 3.3 
大学院卒 0.1 0.0 0.4 0.3 





































図 2-2-2 大学在学生の男女割合(2002～2013年) 
単位：%
 
出典: 2002～2013年の中国教育部公表統計データより作成(http://www.moe.edu.cn/publicfiles/busin  




上回っている。図 2-2-2 のように、2002 年に女子大生は在学生の 44.4%を占めていたが、
2009年には 50.5%に、2013年には 51.7%まで増加している。 
 
図 2-2-3 高校卒業者のうち大学に入学した者の男女別の割合(2002～2013年) 
単位:%
 
出典: 2002～2013年の中国教育部公表統計データより作成(http://www.moe.edu.cn/publicfiles/busin  
ess/htmlfiles/moe/s4958/list.html 2015年 4月 9日アクセス)。 
注 1: 高校は普通高校、専科・本科は普通高等教育機関を指す。職業高校は含まれてない。 
注 2:高校から専科・本科に入学した割(男女)＝専科・本科入学者数(男女)/高校卒業生者数(男女)×100 
  日本の「高等学校など進学率」の計算方法を参照。 































図 2-2-4 専科・本科の進学者の男女割合(2002～2013年) 
単位：%
 
出典: 2002～2013年の中国教育部公表統計データより作成(http://www.moe.edu.cn/publicfiles/busin  




























































表 2-2-3 女性が多い 10の専攻 (2008年)   表 2-2-4 女性が少ない 10の専攻(2008年) 
No 専攻 学部 
 
No 専攻 学部 
1 介護学 医学 1 材料 工学 
2 外国語文学 文学 2 測量与製図 工学 
3 中国語文学 文学 3 土木建築 工学 
4 教育 教育学 4 農業工事 工学 
5 心理学 理学 5 地質鉱山 工学 
6 ジャーナリズム 文学 6 工程力学 工学 
7 図書資料 管理学 7 武器 工学 
8 芸術 文学 8 エネルギー与動力 工学 
9 経営学 管理学 9 機会 工学 
10 職業訓練教育 教育学 10 地質学 理学 
出典:麦可思の調査である。2009年 2月、2008年卒の大学生 21.8万人、大学 3,080所、1,196個専攻を対
象とした調査である(http://www.mycos.com.cn/AboutMyCos/ShowWSM 2011 年 5月 20日アクセス)。麦
可思(My COS:My China Occupational Skills )は教育関連データ諮問及び評価機関である。麦可思は
主に高等教育機関関連データを扱っている。2007年からは毎年『中国大学生就職報告』を出している
(麦可思のウェブサイト: http://www.mycos.com.cn/AboutMyCos/ShowWSM 2011年10月2日アクセス)。 







































の朱紅が配置された政府機関から採用を拒否され、4 ヶ月に 40 社のメディア企業に応募し
                                                   
50 例えば「1995年に実施した普通高等学校の募集・卒業生就職制度に関する改革意見(関於 1995年進行普
通高等学校招生和畢業生就業制度改革的意見)」では、2000 年まで大卒の就職制度に関する改革の基礎と





















く、男女が不平等になった社会の変化に対応できない点(黎蕪 1988、潘錦棠 1989、李小江 
1989)を指摘している。  

























図 2-2-6 専科・本科卒男女別の待分率(1996～1998年) 
単位:% 
 






部・委員会に所属する大学が 9.3%、省・自治区・直轄市に所属する大学が 74.1%、民間大学が 16.6%
で、省・自治区・直轄市に所属する大学の在学生が最も多い(国家統計局の HPより算出(http://www.sta 






























































表 2-2-5 専科・本科卒男女別内定率(2004～2008年) 
単位:% 
区別 性别 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 
専科 
男性(A) 68.9  62.0  74.8  75.7  80.5  
女性(B) 69.1  62.2  73.8  75.4  79.9  
差異(A-B) -0.2  -0.2  1.0  0.3  0.6  
本科 
男性(A) 84.4  81.8  83.0  80.3  82.2  
女性(B) 83.6  81.6  82.1  80.2  82.4  
差異(A-B) 0.8  0.2  0.9  0.1  -0.2  
出典: 全国高等学校学生情報諮問与就業指導中心・北京大学教育学院(2009)『全国高等学校卒業生就業状
況(2004－2008)』北京大学出版社 pp.86-87より作成。 





52によると、調査を行った 4月までに、内定が決まった男子学生は 20.2%、女子大生は 13.8%、
まだ内定は決まっていないが、採用側から採用の申し出があった男子学生は 23.7%、女子大
生は 21.7%である。二項目を合わせると男子学生の内定率は女子大生より8.4ポイント高い。
一方、提出した履歴書数の平均を見ると男子学生は 16.29 部、女子大生は 16.79 部、募集










                                                   
522003年 4月、中国人民大学(大学所在地は北京)が北京にある 14の大学(文献では 14の大学の名称を提示
してない)の 2004年卒の大学生と全国の企業 75社を対象に行った調査である。大学生調査対象者のうち男






表 2-2-6 本科卒学部別、男女別期待賃金(1998年) 
単位:人民元、% 
学部 男性 女性 差異 
理学 1,318.8 892.7 67.7% 
工学 1,300.0 991.6 76.3% 
経済学 1,523.3 1,223.2 80.3% 
管理学 1,401.3 1,313.6 93.7% 
農学 984.4 983.2 99.9% 
文学 1,278.6 1,323.0 103.5% 
出典: 文東茅(2003)「大卒就職の性差別に関する質問」『中国大学生就業』第 6号ｐ.41より作成。 
注 1:上の調査は国家教育発展中心などで 49大学の 1998年卒大学生 13,600名を対象とした調査である(文
東茅 2003:40)。 









は男性の 86.2%である。また、国有企業の内定率において女子大生は男子学生より 10 ポイ
ント以上低い。このような結果は麦可思の 2011 年の調査55でも同様である。本科卒女性の
                                                   
53 2010年 12月 26日～2011年 2月 21日まで、麦可思が 2011年卒業予定者 23,419人を対象に行った調査
である。 
54『中国大学生就職』は 2000 年、2004 年、2007 年に 3 回の「中国大学生が最も就職したい企業」調査を
行っている。2000年の調査では外資企業と中国企業は半々で、中国国内企業の中で民間企業が国有企業を
上回っている(中国大学生就職編集部 2000:7)。2004年の調査では外資企業が 48.0%、国有企業が 33.0%、
民間企業が 9.0%を占めて、国有企業が急増していた(中国大学生就職編集部 2005:10)。2007 年の調査で
国有企業が 44.0%、外資企業が 38.0%で、国有企業が初めてトップとなった(中国大学生就職編集部 
2008:29)。 
55 注 43と同様。 
61 
 
初任給 2,243人民元、男性の初任給は 2,573人民元で、女性は男性の 82.2%に過ぎない。ま
た、女子大生の国有企業内定率は 20%、男子学生は 29%で女子大生より 9ポイント高い。 
 




女性 男性 差異 女性 男性 差異 
国有企業 1,833 2,233 82.1% 1,966 2,280 86.2% 
民間・私営企業 1,567 1,903 82.3% 1,693 2,098 80.7% 
公務員・研究機関 1,910 2,113 90.4% 1,909 2,286 83.5% 
三資企業 2,014 2,183 92.3% 2,365 2,536 93.3% 
平均 1,831 2,108 86.9% 1,983 2,300 86.2% 
出典: 2009 年 12 月～2010 年 2 月まで 2010 年卒業予定の大学生 64,587 を対象にした調査、そのうち本科




注 2: 三資企業とは 3種類の外国投資の形態である中国と外国の合弁企業、中国と外国の協力の企業と 
外国独資企業を指す(呉敬璉・張卓元 1993:491)。 










































































































場である。幼稚園は一日平均 4 時間預けるのに対して、保育園は 8 時間を原則とし、延長
して預ける場合もある。本研究では「連合通知」の規定に従って、託児所は 3 歳未満の子





















































があるが、全体的に増加の傾向である(図 3-3-1)。一つの波は 1958 年から 1960 年までで、









の波は 1976 年であるが、これは「文化大革命」後の回復によるものである。1966 年から












1989 年中国婦女統計資料』中国統計出版社 p.120 より。1997 年から 2013 年のデータは中華人民共





















































































































































































津の単位で経営されている託児所・幼稚園の数は 2,417 ヶ所であったものの、1995 年には

























最後に、母親の育児負担の加重化に関してみる。表 3-1-1 は末子が 3 歳になるまで昼間
誰が主にその世話をしたのかを示している。同調査で年度ではなく、0～10 歳、11～20 歳
までという末子の年齢区分を使用しているため、本研究ではそのまま使う。同調査が 2010





















0～10歳(A) 46.3 27.6 18.0 2.5 0.9 
11～20歳(B) 49.3 24.2 16.3 2.8 2.6 
差(A－B) -3.0 3.4 1.7 -0.3 -1.7 
農村部 
0～10歳(A) 70.3 18.9 4.3 0.3 0.1 
11～20歳(B) 71.2 15.9 4.7 0.1 0.0 





「妻」だと答えた可能性もあると思われる。   
 
都市部をみると同データでは以下の点が確認できる。(1) 私事化された 3 歳未満の子ど
もの世話を主に担うのは「妻」つまり子どもの母親である。1990～2000年の間では 49.3%、





をする割合は 1990～2000年の間では 40.5%、2000～2010年の間では 45.6%で、この 20年間
で 5.1ポイント上昇している。また、3歳未満の子どもの世話において、父方の両親が子ど
もの世話をする割合が母方の両親よりずっと高い。(3)ベビーシッター・家事労働者が昼間
に主に 3 歳未満の子どもの世話をする割合は 3%未満、託児所・幼稚園に子どもを預ける割





















































                                                   
57ここでいう「晩」とは、男性は 25 歳、女性は 23 歳(法定結婚年齢は男性が 23 歳、女性が 20 歳)以降に
結婚すること、女性は 24 歳を過ぎてから出産すること、「少」とは一組の夫婦が 2 人以上の子どもを産ま
















子どもの数をみると、1982 年から 2010 年までの約 30 年間に出産した子どもの数が減少し
ている。1982 年と 2010 年を比較してみると、2010 年の人口センサスで、子どもを一人出
産した割合は 62.0%で 1982年に比べて 14.8ポイント増加し、二人を出産した割合は 31.5%
で 1982 年に比べて 5.9 ポイント増加し、三人及びその以上を出産した割合は 6.5%で 1982













可がある場合(中国人材網 http://www.cnrencai.com/shebao/shengyu/95835.html 2015年 8月 8日アクセ
ス)。 
59 「中国共産党第 18回大会第 5次中央委員会総会公報(中国共産党第十八届届中央委員会第五次全体会議
公報)」では「人口の均等な発展を促進し、計画生育の基本国策を続き、人口発展戦略を整備し、一組の夫
婦が子どもを二人生育する政策を全面的に実施して、人口高齢化に備える」と規定している(新華網 HPよ
り http://news.xinhuanet.com/fortune/2015-10/29/c_1116983078.htm 2015年 11月 5日アクセス)。 
60World Health Statistics 2014(World Health Organization HPより http://www.who.int/gho/publicatio 
ns/world_health_statistics/EN_WHS2014_Part3.pdf?ua=1 2014年 08月 05日アクセス)。 




表 3-2-1 学歴別・出産した子どもの人数別 15～49歳の出産経験がある 
女性の割合(2010年) 
単位：% 
学歴 1人 2人 3人及びその以上 
合計 76.4 21.2 2.4 
小学校未就学 33.1 46.6 20.3 
小学校卒 44.1 45.3 10.6 
中学校卒 64.8 31.6 3.5 
高校卒 81.3 17.5 1.2 
専科卒 90.7 8.9 0.4 
本科卒 94.2 5.6 0.2 








































































   
鄧小平同志は四つの現代化を実現するために肝心なのは科学技術で、その基礎は教




































































表 3-2-2 親が考える成功した家庭教育とは(2007年) 
単位：% 
項目 都市部 農村部 
徳・知・体・美が全面的に発達した子どもを育てること 50.2 46.1 
心身とも健康な子どもを育てること 22.9 16.4 
社会の役に立つ子どもを育てること 9.3 11.3 
親孝行をする子どもを育てること 8.0 12.5 
立派な大人になるように育てること 5.7 9.7 
子どもとその親が共に学び、共に成長する 2.8 3.1 
若いうちに立身出世できる子どもを育てること 1.0 0.9 
その他 0.1 0.0 
出典：全国婦女連児童工作部編(2011)『全国家庭教育調査報告』社会科学文献出版社 p.187より作成。 
注：2007年婦女連では全国で未成年家庭教育調査を実施したが、本データは子どもの後見人、主にその親
                                                   
63校外補習教育とは、学校での正規教育に付随して生じるもので、各家庭が費用を負担して子女の放課後
または休日に受けさせるインフォーマルな教育を指す(独立行政法人科学技術振興機構編 2013：93)。 
64 北京、ハルビン、石家荘、銀川、成都、西安、南京、広州など 8 の都市、5000 家庭を対象とした調査
である(中国政協ネット:http://www.rmzxb.com.cn/jrmzxbwsj/kj/jyzk/2012/03/21/249107.shtml 2014
年 08月 10日アクセス)。 
65 同上。 
66 2006年 1月、中国青少年研究センターの大学生授業料に関する調査報告によると、過去 20年で中国大
学の授業料は急上昇した。全国大学 1人の平均授業料は 1995年の約 800人民元から 2004年の約 5千人民

































                                                   
67 表 1-2-4を参照。 
79 
 
表 3-2-3 誰が子どものしつけ、勉強の指導・生活の世話を行うのか(2007年) 
単位：% 
項目 担当 都市部 農村部 
誰ば子どものしつ
けをするのか 
父親 15.6 17.6 
母親 26.4 19.7 
両親共同 54.5 56.5 
祖父母 2.2 4.1 
その他 0.5 0.9 
誰もしない 0.7 1.2 
誰が子どもの勉強
の指導をするのか 
父親 14.2 19.4 
母親 34.3 22.0 
両親共同 44.5 50.2 
祖父母 1.9 3.5 
その他 1.7 2.6 
誰もしない 3.4 2.3 
誰が子どもの生活
の世話をするのか 
父親 6.3 8.7 
母親 51.6 35.7 
両親共同 35.5 48.8 
祖父母 5.9 5.9 
その他 0.5 0.8 





































































































































の企業数は 4,490 社、そのうち、国有企業が 575 社、民間企業が 2,246 社、外国・香港・
マカオ・台湾投資企業は 1,669社である69。 
                                                   
6813 の区は浜海新区、和平区、河北区、河東区、河西区、南開区、紅橋区、東麗区、西青区、津南区、北
辰区、武清区、宝坻区であり、三つの県は薊県、静海県、寧河県である。 
69 国家統計局hp(http://data.stats.gov.cn/workspace/index?m=fsnd 2014年2月20日アクセス)より。 
84 
 
図 4-1-1 天津の人口ピラミッド(2010年) 
単位：千人 
 
出典：2010 年人口センサスデータ(電子版)に基づいて作成(国家統計局の hp：http://www.stats.gov. 
cn/tjsj/pcsj/ 2014年 2月 2日アクセス)。 
 

































が約 1,207万人(約 82.0%)、農村部人口が約 265万人(約 18.0%)で、都市部人口が農村部人
口より圧倒的に多い70。中国全国の人口構成をみると 30 代以下で人口が減少しているが、









38.5%を占めている。天津の家族の人数をみると、3 人家族が 40.2%で最も多くその次が 2
人家族で 30.0%を占めている。中国全国の都市部も天津と同じく、世代数において二世帯が











                                                   









図 4-1-3 家族の人数の比較(2010年)   図 4-1-4 家族の世代数の比較(2010年) 
              単位：%                 単位：% 
 




最後に、天津の出産状況をみると 80％台の女性が 20～34 歳の年齢段階で出産している。
2010年の天津人口センサスによると、15～49歳までの生育の年齢段階の女性が最も多く出
産したのは 25～29 歳の年齢段階で、全体の 37.8％を占めている。その次は 20～24 歳の年
齢段階で 25.6％、その次は 30～34歳の年齢段階で 17.9%を占めている。大卒の女性の場合




第四に、天津の教育に関してみる。2014 年時点で天津には 1,547 校の各種の学校があっ
たが、そのうち大学は 55校、中等職業学校が 109校、中学校が 507校、小学校が 842校で
ある。2014年時点で大学院の在学生は約 5.1万人、本科・専科の在学生は約 50.6万人であ
る74。2009 年の天津の大学就学率は 55.0%で、全国の就学率 24.2%の約 2倍である。では、
天津の学歴状況はどうなのか。 
                                                   
72天津都市部のデータは天津市統計局・天津市第六次人口普査領導小組弁公室編(2012)『天津市 2010年人
口普査資料(上・中・下冊)』中国統計出版社 p.1408より算出。 
73 同調査では 2009年 11月 1日～2010年 10月 31日まで出産した女性を対象としている(天津市統計局・
天津市第六次人口普査領導小組弁公室 2012：1560)。 







1人 2人 3人 4人 5人








一世代 二世代 三世代 四世代















男性 女性 男性 女性 
小学校未就学 0.8  3.1  1.0  3.2  
小学校卒 12.6  13.9  14.6  17.3  
中卒 38.9  32.8  36.8  35.4  
高卒 25.4  26.6  25.1  23.6  
専科卒 10.8  11.4  11.6  11.1  
本科卒 10.4  11.1  9.8  8.4  
大学院卒 1.1  1.1  1.1  0.9  
出典：2010 年人口センサスデータ(電子版)に基づいて作成(国家統計局の HP http://www.stats.gov. 


























年人口普査資料(上・中・下冊)』中国統計出版社 pp.581－583 より。全国都市部のデータは 2010
年人口センサスデータ(電子版)に基づいて作成(国家統計局の HP より http://www.stats.gov. 
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表 4-2-1 天津都市部の男女別学歴別年収(2010年) 
単位：人民元、% 
学歴 男性 女性 
男性の年収を 100とし
た時女性の年収 
小学校卒 19,616 8,818 45.0 
中学校卒 25,957 15,823 61.0 
高卒 25,294 19,353 76.5 
中等専門学校卒 26,410 22,099 83.7 
専科卒 38,531 23,673 61.4 
本科卒 39,749 33,331 83.9 






 第四に、性別格差賃金をみると、天津都市部の男性の年収を 100 とした時女性の年収は
男性の約 7 割である。表 4-2-1 からみると、男女とも学歴が高いほど収入が増えている。
学歴別に即してみると、格差が最も大きいのは小学校卒で女性の年収は男性の 45.0%に過ぎ
ない。男女の収入格差が最も小さいのは中等専門学校卒で女性の年収は男性の 83.7%である。


















男性(A) 女性(B) 差(B－A) 男性(A) 女性(B) 差(B－A) 
仕事時間 484 467 -17 139 93 -46 
通勤時間 47 55 8 0 0 0 
家事時間 191 235 44 330 412 82 
余暇活動時間 103 82 -21 301 257 -44 
学習時間 42 29 -13 45 35 -10 
出典：中華全国婦女連合会婦女研究所・陝西省婦女連合会研究室（1991）『1949～1989 年中国婦女統計資
料』中国統計出版社 pp.581-582より筆者が作成。 














では、1987 年と 2010 年を比較するとどのような変化があるのか。(1)仕事と通勤時間に















男性(A) 女性(B) 差(B－A) 男性(A) 女性(B) 差(B－A) 
仕事時間 479.1 441.2 -37.9 35.8 25.7 -10.2 
通勤時間 53.5 43.1 -10.4 7.3 2.0 -5.2 
家事時間 49.6 105.7 56.1 107.3 199.5 92.2 
余暇活動時間 150.6 133.9 -16.6 283.1 248.7 -34.4 





















男性(A) 女性(B) 差(B－A) 男性(A) 女性(B) 差(B－A) 
買い物 27 31 4 72 75 3 
食事の支度 68 86 18 86 106 20 
洗濯・裁縫 23 33 10 44 83 39 
子どもの世話 29 34 5 49 58 9 
子どもの勉強 17 15 -2 25 22 -3 
その他 27 36 9 54 68 14 
合計 191 235 44 330 412 82 
出典：中華全国婦女連合会婦女研究所・陝西省婦女連合会研究室(1991)『1949～1989年中国婦女統計資料』
中国統計出版社 pp.581-582より筆者が作成。 
注：同データは全国婦女連が 1987年天津、株洲、陽泉の従業員を対象として 8日間追跡調査をしたデータ 
である。そのため同データは天津以外に株洲、陽泉も含まれているデータである。 














洗濯 13.6 19.4 67.1 71.7 18.4 9.9 
子どもの世話 7.8 25.5 66.7 67.5 15.9 16.6 
皿洗い 14.7 20.0 65.4 66.6 18.5 14.9 
食事 15.1 18.8 66.0 66.2 16.6 17.2 
日常の買い物 16.2 27.3 36.5 61.3 22.2 16.6 
子どもの勉強 11.5 19.2 69.3 48.9 19.2 31.9 
高齢者の介護 14.5 31.1 34.4 39.4 24.7 33.9 
石炭の購入 55.4 12.0 32.6 12.4 9.2 78.3 





















表 4-2-6 天津の女性が働かずに家事を行う理由(2010年) 
単位：% 
項目 都市部 農村部 
世話が必要な子どもがいる 69.7 78.2 
介護が必要な高齢者がいる 32.3 27.6 
健康がよくない 28.4 23.6 
働きたくない 26.9 36.4 










父親が指導するのが 28.1%である。同調査は 10歳から 17歳までの子どもを対象にしたもの
で、自分で生活の世話や勉強を行うが、それでも母親が最も多い。 
 
表 4-2-7 誰が子どもの日常生活の世話、勉強の指導をしているのか(2010年) 
単位：% 
区分 第一選択 第二選択 
日常生活の世話 
母親 55.9 36.6 
自分 22.3 12.9 
父親 19.5 41.2 
祖父母 2.2 7.6 
その他 0.2 1.8 
合計 100.0 100.0 
勉強の指導 
母親 37.4 47.5 
自分 32.4 10.4 
父親 28.1 35.1 
祖父母 1.0 4.4 
その他 1.0 2.6 
合計 100.0 100.0 
出典：天津婦女社会地位調査課題組(2013)『天津婦女社会地位調査(2000-2010年)』中国婦女出版社 p.159
より作成。 





















男性 女性 男性 女性 
男性は仕事、女性は家庭 57.2 45.8 67.8 64.7 
男性も積極的に家事を行うべき 88.5 94.7 83.1 96.3 
家族を養うのは主に男性の責任 51.8 45.8 61.9 63.0 
夫の発達は妻の発達より重要 53.1 48.8 66.0 66.2 
女性は仕事で成功するより 
良い結婚相手を見つけるのが重要 




では、天津での性別役割分業意識はどうなのか。天津全体でみると 1990～2010 年の 20
年間に性別役割分業に賛成する男性の割合は 23.3%、賛成する女性の割合は 10.6%で両方と









                                                   
75 詳しくみると 1990年、2000年、2010年に性別役割分業に賛成した男性の割合は 37.7%、49.4%、61.0%、































                                                   
76婦女連の五つの任務の一つが「女性と児童のためにサービスを提供する」ことである(全国婦女連の HPよ






















































































表 4-3-1 第 1回目の「10人の傑出した母親」(2004年) 
出典：新華網(http://www.tj.xinhuanet.com/news/2004-05/28/content_2209648_1.htm 2014年 5月 2日




まず、第 1 回目の「10 人の傑出した母親」に選ばれた母親は 1940、1950 年代生まれで、







知識の教育を受けるようにする計画を立てた (天津市婦女連 hp(http://www.xinddy.com/html/th 
ird/art3_5638.html 2014年 5月 17日アクセス)より)。 
No 名前 年齢 職業 当選した理由 
1 穆樺 45歳 自営業 二人の娘は名門大学、名門中学校に在学中、優秀学生など 
2 肖伯芬 50歳 教師 息子は全額奨学生としてアメリカポスト大学の博士課程 
3 楊栄芳 51歳 定年退職 娘は軍事スポーツ競技の選手、世界大会で金メダル獲得 
4 孟湛華 51歳 高級統計士 息子は名門大学に推薦入学、数学・化学などの大会で優勝 
5 姚学英 54歳 主婦 息子は 26歳で殉職した警察官 
6 李艶霞 54歳 農民 息子は名門大学博士課程在学中、数学大会で優勝 
7 蘇杭 56歳 作家 娘は名門大学大学院生、推進により進学、優秀学生幹部など 
8 張恵蘭 58歳 企業の管理者 息子は個人絵展を 2回、自分の絵本を出版 
9 李広英 58歳 大学の管理者 息子は名門大学に在学中、優秀学生、優秀学生幹部など 











































































































表 4-3-2 第 2回目の「10人の傑出した母親」(2010年) 
No 名前 年齢 職業 当選理由 
1 袁濱渤 43歳 教師 
自分のお金で奨学金を設立して経済的に困難な学生を援
助 
2 張俊蘭 48歳 記者 
四川省の山奥の地域で貧困家庭や孤児のための教育とケ
アのボランティア 
3 孫恵萍 57歳 教師 
天津初の知的障害者委託センターを設立して、障害を持っ
ている子どもへの教育方法を模索 
4 劉方 58歳 社区の主任 
「小中学校貧困学生義務補習クラス」を設立して、貧困家
庭の子どもを対象に無償の補習 
5 王秀敏 62歳 定年退職 
二人の娘を引き取って養育、2003年から障害者や経済的
に困難な家庭の子どもを支援 
6 王恵芳 56歳 自営業 病院の前で見つかった重度の障害児の治療のために努力 
7 張淑雲 52歳 農民 大学生であった息子が強盗犯人を捕まえる中で死亡 
8 王桂栄 55歳 — 障害がある息子がパラリンピックで金メダル獲得 
9 仁翠敏 55歳 農民 障害がある娘の治療のために自分の骨を使用 
10 劉益素 90歳 定年退職 5人の子どもがいるが、その中に有名な漫談家がいる 




 このように第 2 回目の「10 人の傑出した母親」では奉仕と愛の精神が、自分の家庭だけ
ではなく、社会の中でいかに発揮されているのかをテーマにしている。しかし、その奉仕
と愛の対象は我が家の子どもから社会の他の子どもに向いているもので、子どもに対する






























                                                   
81 中国女性第 8回全国代表大会(中国語では「中国婦女第 8回全国代表大会」である)で修正し、1998年に
可決された「中華全国婦女連合規定(中華全国婦女連合章程)」では第一章「任務」の第 2条において「女
性たちが自尊、自信、自立、自強(自ら強くなる)するように教育・引導する」と定めている(人民網 http://w 




























































は劉穎という育児中の母親であった。2014 年現在、広州、北京、天津など 33 の都市83ごと



















図 5-1-1 「天津ママネット」 
 
出典：「天津ママネット」：http://www.tjmama.com 2014年 08月 01日 アクセス。 
                                                                                                                                                     
合肥、蘇州、東莞、佛山、中山、スワトウ、武漢、長春、ハルビン、南京、南寧、貴陽、福州、アモイ、
杭州、石家荘、南昌、九江などである。2014 年 12 月 25 日現在「九江ママネット」にはアクセスできない
状況である。 











の生まれ年が 2010年と 2011年の者が最も多い(2010年の者が 76人、2011年の者が 66人)。










                                                   
85 2011年 2月 11日の書き込み(http://www.tjmama.com/thread-242567-1-1.html 2014年 12月 25日ア
クセス)。 
86 2011年 1月 30日の書き込み(http://www.tjmama.com/thread-239906-1-1.html 2014年 12月 25日ア
クセス)。 
87 2014年 9月 24日の書き込み(http://www.tjmama.com/thread-1172745-1-1.html 2014年 12月 25日ア
クセス)。 
88 2011年 11月 3日の書き込み(http://www.tjmama.com/thread-444971-1-1.html 2014年 12月 25日ア
クセス)。 
89 四つの書き込みのコメント数は 623件(書き込みを 4件含む)、2回以上コメントしたユーザーを一人と
して数えるとユーザー数は 231人、そのうち子どもの生まれ年を書いてないユーザーや四つの書き込みで
二つ以上のコメントをしたユーザーを除くとユーザー数は 191人である。そのうち子どもの生まれ年が、
1998年が 1人、2005年が 1人、2006年が 1年、2007年が 1人、2008年が 4人、2009年が 15人、2010年
が 76人、2011年が 66人、2012年が 13人、2013年が 8人、2014年が 5人で、2010年と 2011年が全体の
74.4%を占めている。 
90 2014年 5月現在各サイトが公表したユーザー数をみると、「育児ネット」は約 1900万(「育児ネット」
より http://www.ci123.com/intro.html 2014年 12月 25日アクセス)、「丫丫ネット」は約 700万(「丫丫
ネット」より http://www.iyaya.com/contact.php 2014年 12月 25日アクセス)、「揺籃ネット」は約 950
万(「揺籃ネット」より http://www.yaolan.com/aboutus/2014 年 12 月 25 日アクセス)、「播種ネット」は











図 5-1-2 「天津ママネット」の「人気の書き込み」 
 
出典：「天津ママネット」(http://www.tjmama.com/forum.php?mod=forumdisplay&fid=9&filter=dig 














今回の調査は 2008 年 7 月 13 日から 2014 年 12 月 25 日までの「人気の書き込み」2,233
















                                                   
91 2011年 3月 13日の書き込み(http://www.tjmama.com/forum.php?mod=viewthread&tid=256111&highli 
ght= 2014年 12月 25日アクセス)。 
92 ＜狼城誘惑＞の書き込みに大勢の閲覧者とコメントがあるのは「天津ママネット」で彼女は人気が高い
ユーザーであることと関連する。「天津ママネット」で「人気の書き込み」件数が多い順でみると、＜蛋蛋

























「1400g の小さいスイカの誕生、破水+出血+はらはらする 18 日早産」(＜icsh＞)98、「幸せ
な正正、一中心99帝王切開過程。今回の活動は終了！引き続き報道する」(＜懶羊羊＞)100、
「【河西産院】妊娠及び自然分娩日記」(＜狼城誘惑＞)101の書き込みでは出産過程で危機が
                                                   
94http://www.tjmama.com/forum.php?mod=viewthread&tid=256111&page=3#pid2456910 2014年 12月 25日
アクセス。 
95http://www.tjmama.com/forum.php?mod=redirect&goto=findpost&ptid=256111&pid=2460256&fromuid=4
384869 2014年 12月 25日アクセス。 
96http://www.tjmama.com/forum.php?mod=redirect&goto=findpost&ptid=256111&pid=2706838&fromuid=4
384869 2014年 12月 25日アクセス。 
97鎮痛を感じた後自宅から病院への移動、病院に到着した後受けた検査、分娩室内の施設、医者や看護師
の対応、入院した病室の施設、家族の対応などを書いている。 
98 2012年 7月 9日の書き込み、コメントが 304件、閲覧回数が 55,598回(http://www.tjmama.com/forum.p 
hp?mod=viewthread&tid= 2014年 12月 25日アクセス)。 
99「天津第一中心病院」の略称。 
100 2011年 6月 21日の書き込みである。同書き込みは出産過程をリアルタイムで書き込んでいるため、コ
メントの欄に書き込みしている。閲覧回数は 40,619 回である(http://www.tjmama.com/search.php? 
searchsubmit=yes 2014年 12月 25日アクセス)。 
101 2010年 9月 14日の書き込み、コメントが 459件、閲覧回数が 35,538回。同書き込みはコメントを書
かないと書き込み全文をみることができないように設定をしているため、コメント数が多い






















第 2節 「自発的専業ママ」になること―「良き母親」言説への相克 
第 4 章では天津婦女連が作り上げた「良き母親」言説とは仕事・子どもの教育・他の家
庭のことがうまくできる、自己犠牲的で社会奉仕的な母親像であることを確認した。同プ








                                                   
102 2012年 5月 26日の書き込みである(http://www.tjmama.com/forum.php?mod=viewthread&tid=702418& 




































                                                   
103 書き込みの内容からみるとここで言う「今年の 8日」は旧暦だと思われる。西暦だと 2011年 2月 10
日である。 
104 参考として 2007年の「未成年家庭教育調査」では家庭の主な収入源は誰かという質問に夫婦共同が
71.7%、夫が 23.9%、妻が 3.9%、その他が 1.1%である (全国婦女連児童工作部編 2011：97)。 
115 
 








同書き込みに 104件のコメント(2011年 02月 11日～2014年 09月 09日)が寄せられたが、
その内容からみると「専業ママ派」(46件)、「仕事継続派」（10件）、「同じ悩みがある」（8
件）、母乳育児に関する意見が 6 件、コメントに対する＜sunijay＞の答えやテーマと直接


























1 baby丶 healthy 2010 専業ママ 〇 
   






















4 雪妖精 2010 専業ママ 
    
5 天津小雨 2010 専業ママ 〇 〇 
  




7 enyule8888 2010 働くママ 
    
8 lhr811017 2010 働くママ 〇 
   
9 qinao 2010 働くママ 〇 〇 
  
10 yatou2010 2010 働くママ 〇 〇 
  
11 紫茉 2010 働くママ 〇 〇 
  




13 猪頭的老婆 2010 働くママ 〇 
   
14 千月 20070908 2011 働くママ 
    








17 海豚 2009 － 
    
18 cool790126 2010 － 〇 〇 
  
19 dtgua 2010 － 〇 
   




21 qingmeng8 2010 － 〇 〇 
  




23 syzhpe 2010 － 
    




25 快楽的小虎虎 2010 － 〇 
   
26 虎仔還是虎 niu 2010 － 〇 〇 
  




28 天好心情 2010 － 〇 
  
〇 
29 麦兜和麦 ma的窩 2010 － 〇 
















30 叛逆的漂漂 2010 － 
    
31 夜流蘇 2010 － 
  
〇 〇 




33 慶昊媽 2010 － 〇 〇 
  
34 ~幸福的丸子~ 2011 － 
    




36 zhangjiezhen 2011 － 
    
37 常小貘 2011 － 
    
38 enyobaby － － 〇 〇 〇 〇 
39 kimqi_007 － － 〇 〇 
  
40 西婺 － － 〇 〇 
  
41 然 － － 〇 〇 
  




合計 21件 21件 5件 4件 
出典：コメントの内容に基づいて筆者が分類(http://www.tjmama.com/thread-242567-1-1.html 2014 年
12月 25日アクセス)。 















                                                   

















































































































































1 我家有天使 2010 働くママ 〇 〇   〇 
2 katherinely 2010 働くママ    〇  
3 SHIYIGER 2009 働くママ      
4 kongkong823 2009 働くママ    〇  
5 syzhpe 2010 ―      
6 shally198412 2010 ―   〇   
7 katherinely 2010 ― 〇 〇    
8 苗条孕媽咪 2011 ― 〇 〇 〇   
9 親親叶子 2006 ―      
10 娃娃 688 2010 ― 〇 〇 〇   
































































                                                   
1062007 年 6～7 月、中国消費者協会が北京、天津、上海、重慶、瀋陽、長春、ハルビン、南京、杭州、済
南、武漢、広州、成都、西安、石家荘、太原、フフホト、合肥、福州、南昌、鄭州、長沙、南寧、海口、
貴陽、昆明、蘭州、西寧、銀川、ウルムチなどの消費者協会と一緒に母乳代用品市場について行った調査
である。同調査では 30の都市の 414の社区の 6ヶ月未満の子どものいる母親を対象としている。サンプル
数 は 15,139 人 で あ る ( 中 国 網 http://www.china.com.cn/law/shxw/txt/2007-08/02/content_ 












表 5-3-1 生後 0～6ヶ月までの授乳種類 
単位：% 
区分 母乳 母乳＋粉ミルク 粉ミルク 
0ヶ月 64.5 24.8 10.7 
1ヶ月 61.1 25.8 13.1 
2ヶ月 56.8 28.5 14.7 
3ヶ月 51.5 33.6 14.8 
4ヶ月 47.2 37.5 15.3 
5ヶ月 47.1 37.2 15.6 
6ヶ月 41.3 40.8 17.8 
平均 52.4 32.9 14.7 
出典： 2007 年 6～ 7 月に中国消費者協会では 30 市の母乳代用品市場について調査 (中国網





鑫ママ＞は 2010年 8月に出産、その後仕事に復帰してから 2011年 2月～9月の間、毎日の
授乳回数、搾乳量、母乳育児における問題、母親の心情、職場での出来事を母乳日記に詳
しく記録した。出産前から完全母乳育児を強く望んできた彼女は母乳の量が少ないことで
                                                   




















   生後 1 ヶ月の時子どもの体重は 3.8Kg にすぎなかったため、私は医者に怒られた。
仕方なく粉ミルクの回数を 1日 1回から 3回に増やした…(中略)。 
   1 ヶ月の産褥期が終わってから私は様々なスープを飲むという間違った方法をとっ
た。その時私は水を飲んでも母乳が出ることを知らなかった。…(中略) 




   私は育児サイトのほぼすべての完全母乳育児に関する書き込みを探して、成功した
完全母乳育児の経験を学び、義母にも教えた。 














































6時 40分に家を出て、夜 19時に帰宅する。 














































































































































                                                   





































































                                                   





















































たと答えたら、義母は 24 時間働く月嫂が良いと話した。私も 24 時間働く月嫂が良い















                                                   

































1 平平琪 ― 
    
〇 
2 153441039 2010 〇 
    
3 wyuzh 2011 
     








6 美女愛石榴 2010 
     
7 金愛金彤 2010 〇 
    
8 大燦燦 2010 
 
〇 
   
9 楽楽媽媽 090606 2009 〇 
    






11 43maimailin 2010 
    
〇 
12 風雨中的草 2011 〇 
















13 不小心愛上你 ― 
 
〇 
   
14 初次体験 2011 〇 
    
15 胖 56胖憸琳 2010 
     
16 62^summer^ 2011 〇 
    
17 豪媽媽 116 ― 
 
〇 
   
18 64 018apple 2009 
     
19 75yiyi0609 2009 
     




21 宝貝軒軒 2011 ― 〇 
    
22 争做好媽媽 2012 〇 
    




24 我愛小易宝 2010 
   
〇 
 
25 追着幸福的風 2011 〇 
    




27 飄飄媽咪 2014 
     
28 禹豪 2011 
 
〇 
   









31 小臭 P乗乗 2010 
     
32 湯圓餛飩 2010 
 
〇 
   
33 贏頭小麗 2008 
   
〇 
 
合計 9 9 6 3 3 
出典：コメント内容に基づいて筆者が分類した(http://www.tjmama.com/thread-444971-1-1.html 2014















































男性 女性 男性 女性 
経済的支援 55.6 48.5 34.3 21.2 
孫の世話 56.9 45.1 71.6 36.5 
日常生活の世話 38.4 33.9 63.7 25.9 
留守番・農業 20.7 11.6 69.6 22.4 




表 5-4-2 からみると、65 歳以上の高齢者は何らかの形で子どもを支援し、繋がりをもっ
ている。具体的にみると、都市部と農村部で最も多いのは心のケアで、悩みや他の者に語
れないことを親と相談することを指す。その次に多いのは孫の世話であるが、都市部男性




















































































                                                   
116 2011年 10月 16日の書き込み(http://www.tjmama.com/forum.php?mod=viewthread&tid=436292&page 























































































































































































































































































＜lesleygu＞：あなたの給料が月 2 千人民元で、家事労働者の給料も月 2 千人民元で



























































































































































まず、インタビュー調査に関して簡単にみる。筆者は 2013 年 3 月と 11～12 月、2015 年
3 月に、天津でインタビュー調査を実施した(表 6-1-1)。1 回目のインタビュー調査の時、
筆者は 2013年 1～2月に育児サイト「天津ママネット」を通じて、8人の対象者を探し、同












表 6-1-1 天津でのインタビュー調査(2013年～2015年) 

















職業 月収 家族 






T2 1980 ○ 外資 社員 9年 1回 7千 〇 女/1歳 ○ 外資 7千 
義理の
両親 






T4 1981 × 外資 課長 9年 無 13千 〇 女/2歳 × 外資 6千 
義理の
両親 
T5 1981 ○ 外資 課長 9年 無 10千 〇 男/3歳 ○ 国営 12千 両親 
T6 1981 × 
自営
業 
－ 9年 2回 8千 〇 × × 外資 12千 × 
T7 1981 × 外資 課長 9年 無 10千 〇 女/3歳 ○ 外資 6千 × 
T8 1981 ○ － － 5年 1回 － 〇 
男/7歳
女/2歳 
○ 民間 5千 × 





T10 1982 × 外資 社員 8年 2回 6千 〇 女/2歳 × 外資 13千 両親 
T11 1982 ○ 外資 主任 8年 無 4千 〇 男/2歳 × 外資 5千 
義理の
両親 
T12 1982 × － － 6年 2回 － 〇 女/3歳 × 外資 8千 × 
T13 1985 × － － 4年 3回 － 〇 妊娠中 × 外資 20千 × 
T14 1987 ○ 
自営
業 
－ 5年 2回 5千 〇 × ○ 民間 6千 × 
155 
 
出典：2013年 3月、2013年 11～12月、2015年 3月の 3回のインタビュー調査に基づいて筆者が作成。同
表で「名前」の順は生年の順である。1回目にインタビューをした者は T1さん、T3さん、T4さん、
T5さん、T8さん、T9さん、T10さん、T11さんの 8人である。2回目にインタビューをした者は T2
さん、T6さん、T12さん、T13さん、T14さんの 5人と、T1さんの夫 H1さん、T2さんの夫 H2さん、






注 3：2011年の『労働統計年鑑』によると天津市の平均月収は約 4千人民元である。 
注 4：インタビュー対象者を基準として親族関係の名称を使用(以下同様)する。しかし、場合によって対
象者とその親世代を区分するために対象者の親世代を「祖父母世代」とする。 























                                                   






いる。H1 さん以外に 1 ヶ月ほど月嫂を雇った者がいるが、それ以外の場合は祖父母世代が
育児支援をしている。このように本章で取り上げている母親には高収入で育児支援が可能
な親族がいる。ただ、「非自発的専業ママ」である H12さんは例外である。 
 最後に、インタビュー調査を実施した 5 人の夫に関してみる。夫の職業をみると、H1 さ
んは公務員、他の 4 人は外資系企業で働いている。H4 さんの収入が妻より低い以外に他の













































































さんは 8時出勤 17時退勤という決まった時間帯で働くのを嫌がっている。 
第三に、自由な時間を獲得した母親たちはその時間を家族、特に子どものために使おう
としている。T3さんは子どもの勉強の指導を、T7さんは子どものために朝ご飯をつくるこ
と、T7 さんと T12 さんは子どもの幼稚園・学校の送迎をすることを考えている。子ども以
外にも T7 さんは家族のために夕ご飯を作ることを、T10 さんは夫に「安心して働ける環境



































 このように T6 さんは三人で運営している小さい会社を、T14 さんは一人でショップを経
営している。この「小さな店」に対して T6さんと T14さんは時間をコントロールできる点、






























































































































































調査で T5 さんは食品安全の問題を指摘し、T10 さんは海外の粉ミルクやオムツを購入する
















































































































































































































さんと T9さんとも夫が公務員で安定的な仕事を持っているし、月収も 1万人民元程度で T1
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表付録 1 「人気の書き込み」の分類及び件数 




大分類 小分類 件数 具体的な内容 
妊娠・出産 
(941件) 
出産過程 338 病院での出産過程及び病院の状況 
子ども用品 216 おむつやおもちゃなど子どもが使用する物品 
妊娠及び準備 184 どのように妊娠したのか、妊娠するまでの過程関連内容 
病院 81 妊娠時の検査、出産に関わる病院の情報 
妊娠検査、証明書 68 妊娠時の検査に関する情報 
妊娠・出産費用 44 妊娠、出産にかかる費用 
保険 10 妊娠、出産、子ども関連保険 
しつけ・教育 
(449件) 
早期教育 167 早期教育や早期教室に関する内容 
しつけ 143 子どものへのしつけ 
幼稚園 91 幼稚園の選択、申請、子どもの幼稚園での生活 
小学校 29 小学校の情報、小学校の子どもの世話、勉強の指導 
学校での教育 15 学校での子どもの教育 
外国での育児 4 外国での妊娠、出産、育児の紹介 
子どもの世話 
(353件) 
子どもの世話 236 日常の子どもの世話と病気の時のケアなど 
子どもの食事 117 母乳や子どもの食事に関する内容 
母親 
(117件) 
母親の健康 62 産婦の注意事項、出産後の体の回復など 
産後介護 34 産後一ヶ月の産婦と子どものケア 
仕事 21 働く母親の状況や再就職関連 
家族(13件) 家族 13 育児・育児における夫や他の親族の役割 
その他 
(360件) 
ショー 174 子どもの写真、妊娠の喜び 
親子活動 59 子どもが参加した活動に関する内容 
討論 25 悩みを書き、それに関して他のユーザーが討論 
その他 102 その他 
合計 2,233 － 
